
本県における手話関連施策の状況参考資料 

 

聴覚障害者等が厚生センターなどへの相談や医療機関への受診等に際して、手話通訳者等の同

行が困難な場合があることから、スマートフォンやタブレット等を通じて、遠隔手話通訳を行うサービス

を提供する。（H30～） 

       （件） 

区分 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

遠隔手話通訳件数   0 2 0 0 0 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   令和６年４月 27 日（土）『こんにちは富山県です』において、「手話の普及促進」が取り上げられ、富山

県遠隔手話通訳サービス等が特集された。 

   参考：https://www.knb.ne.jp/bangumi/toyamaken/3525/ 

 

県専任の手話通訳者を配置し、県主催行事や聴覚障害者の来庁時等において手話通訳を行う。ま

た、会見等での通訳や、手話講座等の講師、遠隔手話通訳サービスのオペレータ業務も担う。 

       （人、件） 

区分 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

県専任手話通訳者 1 1 2 2 2 2 2 2 

通訳・相談等総件数 165 165 287 281 339 143 114 92 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講座等による普及促進

県専任手話通訳者 

（県障害福祉課、 

県聴覚障害者センター） 

音声 

手話 

聴覚障害のある方 

通訳 

厚生センター職員 
医療スタッフ 等 
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県ホームページで公開している知事定例記者会見の動画に、手話通訳動画を挿入する。また、R2

年度からは、新型コロナウイルス感染症等に関する緊急の記者会見に手話通訳士(者)を配置し、手

話による情報発信を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 手話の普及活動への支援  

県内の企業、社会福祉法人、特定非営利活動法人等の事業者、自治会、PTA その他の団体が実

施する手話学習等の活動費を助成し、手話の普及を図る。（H30～）                                          

        （件） 

区分 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

実施団体数   1 12 6 4 5 15 

実施回数   2 28 12 8 10 24 

延べ参加者数   38 465 180 153 164 490 

 

 「手話言語の国際デー」に合わせたライトアップ  

手話言語の国際デー（9 月 23 日）に合わせて、県内関係施設（県庁前公園、環水公園、海王丸パー

ク、県美術館 等）において、ライトアップ（ブルーライト）を行うことで、手話言語の認知や魅力を発信

し、県民の理解促進を図る。（R4～） 

   
環水公園               海王丸パーク        県立美術館 

 


